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開会式挨拶

国家家族計画調整委員会委員長

ﾉ、ノレヨノ・スヨノ

各国国会議員の皆様、大臣閣下、アジア人口・開発協会副理事長、各国参加者の皆様、

神の御名におきまして、また主催者の名におきまして、またインドネシア国会議長の名に

おきまして、皆様に心からの歓迎を申し上げたいと思います。

今回の会議を開催するにあたりましては、各方面にご相談申しあげ、またアジア人口．

開発協会に多大のご努力をいただきました。この会議は過去において何度もAPDA(7

ジア人口・開発協会）が主催し、今回は第6回にあたります。そしてこの一連の会議の目

的は、アジア各国の人口と開発に関する経験と知識を交換、交流するということでありま

す。同時に、アジア各国の政策決定、政策方針を21世紀を視野に入れながら紹介してい

くということです。この2つのテーマのもとに、各国のカントリーペーパーが報告される

ことになっておりますし、それから専門家からの重要な発表がございます．21世紀に向

けての人口と開発戦略と、持続的経済開発や、将来の人口問題というテーマでございます。

地球の環境問題、社会経済開発、それから天然資源、食料、エネルギー資源と人口は密

接に関わっているということで、今回の会議におきましても．人口目標を達成しながら環

境問題、開発問題を解決していくという課題も取り上げてまいります。

幅広いテーマが包括される関係上、快適な環境の中で会議をもっていただくように用意

をいたしました。開会式の後、ポロブドールホテルに移っていただきます。中国、インド、

インドネシア、日本、韓国、マレーシア、ネパール、ニュージーランド、パキスタン、フ

ィリピン、シンガポール、スリランカ、タイという13カ国の参加をいただいております。

また人口と開発に関する専門家の方々にも多数ご参加いただいておりますし、さらに国連

人口基金(UNFPA)、国際家族計画連盟(IPPF)、日本の国際人口問題議員懇談

会など各種機関の方々にもお見えいただいております。

人口と開発の問題は、我々アジアの国々が現在直面している最も重要な課題であります。

この認識のもと、国会議員がこの問題を取り上げ、討議することにより、国民生活の向上
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ご参席の皆様、私共の憲法の主旨に応えるために、つまり一般の福祉のlhjl-.、そしてま

た人口問題における国民の知的水準の向上といった我が国の憲法の主旨に応えるために、

私共は当初より小人数ながらも幸せで、豊かな家族の概念を実現すべく努力を重ねて参り

ました。人口増加を抑制すべ<、政府、省庁、国会議員、社会の指導者層、また一般マス

メディア、女性団体が一丸となり、さらに宗教界の指導者の方々の協力を得ながらさまざ

まな活動を続けています。さまざまな障害を乗り越えつつ、今日の段階に到達したのであ

ります。その過程では、非常に旧弊で頑固な伝統も乗り越えなくてはなりませんでした。

しかしながら、まだ目標には達してはおりません。

この家族計画はただ単に人口を管理をしていくということのみではなく、インドネシア

国民、そしてまた社会の質の改善が必要となってまいります。これができてこそ初めて世

界平和を維持し、そしてまた全人類の福祉を実現していくという国際的な活動に参加する

ことができると申し上げたいと思います。現在インドネシアは、援助の享受国でございま

すが、私共インドネシアがいつの日かは諸外国に対しまして、援助のできる側になりたい

と感じている孜第でございます。

私は今まで人口、開発、そして環境についてインドネシアの経験を申し上げて参りまし

た。この会議は各国の経験、見識を交換し、そしてまた互いに利益を得、恩恵を与え合う

ための会合でございます。自分の国からばかり学ぶというのではなしに、いろいろなこと

わざにも申されておりますが、自国ばかりでなく他の他国の経験からも学びたいと私は感

じております。

最後になりましたが、ご参会の皆様方、今回のご出席に心から感謝を申し上げたいと思

います。そしてまた、この会議を通し、具体的な解決や解決施策を共に見い出し、そして

また人口・環境問題の解決を図ることを期待しつつ、そしてまた、まだ貧困問題を乗り越

えられない国々 の人々 にも適した解答を引き出せることができましたら、大変嬉しく存じ

ます。

皆様の活動こそが、援助を得るにふさわしい国々に対する、公明正大にして文明化した

人間的活動と申せると思います。ありがとうございました。

－16－

I



3月22日（木）
－－

9：00

10：00

11:00-12:00

12：30－14：00

14830－15：00

15：00－15：30

第6回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議

表敬訪問

表敬訪問

開会式

開会の辞

開会挨拶

挨拶

挨拶

挨拶

昼食会

セッション

日 程

スハルト大統領表敬

カリス・スフド国会議長

く於：インドネシア国会会議場「プスタカ・ロカ」＞

ハルヨノ・スヨノ

(インドネシア国家家族計画謂整委員会委員長）

佐藤隆

（財団法人アジア人口・開発協会副理事長）

サット・ポール・ミツタール

（人口と開発に関するアジア議員フォーラム事務総長）

ジョティ・シャンカー・シン

（国連人口基金渉外・広報局長）

カリス°スフド

（インドネシア国国会議長）

(佐藤隆APDA副理事長主催）

I ＜ホテル・ボロブドゥール国際会議場＞

｢人口と開発に関する研究」

①人口・開発基礎調査一ネパール

黒田俊夫（日本大学人口研究所名誉所長）

討議

②農村人口と農業開発調査一バングラデシュ

原洋之介（東京大学東洋文化研究所教授）

討議
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15：30－16:00

16:00－16:20

16:20-16:50

16:50－17:20

19:00－20：30

3月aa日（金）

9:00－11:20

10:30

－

③人口・開発におけるインドネシアの経験

ハルヨノ・スヨノ

（インドネシア国家家族計画調整委員会委員長）

討議

休憩

④日本の人口構造変動と開発一アジアの都市化と開発

黒田俊夫（日本大学人口研究所名誉所長）

討議

⑤スライド「高齢化社会への日本の挑戦一

生きがいのある老後を目指して」

歓迎夕食会（エミル・サリムインドネシア人口・環境・開発
フォーラム議長主催）

1世紀に向けての戦略」セッションⅡ－1「人口と開発－21世紀に向けての戦

①韓国:Mr.ChoKyungMok,MP

②中国：胡克寅議員

③インド:Mr・MohinderSinghLathers,MP

④シンガポール:Mr.SidekBinSaniff,MP

⑤日本：高桑栄松議員

⑥ネパール:Mr.TikaJungThapa,MP

討議
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ントリーレポートとして発表申し上げます。死亡率は、やはりまだまだ高いものがありま

す。黒田先生は先ほど死亡率を6．8％とおっしゃったかと思いますが、これは報告を出

した側のまちがいだったと思います。しかしながら、こういった先生の関連情報をお伺い

して、人口趨勢からも死亡率が減少していったことを拝見いたしまして、大変うれしく感

じたしだいです。

ネパールでは最近人口に関する調査を完了させました。また人口と開発についての調査

はAPDAからも出されております。さらに、皆様のレポートをずいぶんたくさん拝見い

たしたわけですけれども、全部合わせますと300ページぐらいになるでしょうか。です

から、全員の方がお読みになれるほどの時間はまだお持ちではなかったかと思います。

しかし、こういった人口と開発の問題については、その他の国々の報告書もお読みにな

ることにより、さらに理解が深まると思います。また、発展途上国の情報は常に変化をき

わめるものであるため、そのときの情報だけで数字が異なっている点に異を立てるのはど

うかと思います。さまざまな混乱もございますし、システムの変更というのも考えられま

すし、そのため統計数値も違ってまいります。

黒田先生がご指摘なさいましたことは、私も本当に心からそう思います。ネパールの場

合，どの途上国もそうでございますが、人口と開発に関しての行動は進んでおります。し

かしながら私どもは、環境自体が人口と開発問題に非常に深い関連を持っていると考えて
おります。

この人口の問鹿について、もっとAPDAやインドネシア、またその他の方々 から情報

を入手することができるのであればうれしいと思います。また、人口と開発、また環境問

題というのは3つの問題であると思います。もちろん1つの問題ではありますが、この3

つが1つの問題の3つの部分からなる1つの問題であるといえましょう。

どうもありがとうございました。

（黒田俊夫）まず，情報のご訂正をいただきましたことに、お礼を申し上げます。私は

いろいろな組織からこれまで様々 な情報をいただいてきたわけですけれども、その中で人

口動態から見て、非常にすばらしい情報があったとき、それを他のデータと比較するよう

にしております。ただ、いろいろの情報が出てくるのは、途上国にはありがちなことでな

いかと思います。

１
１
１
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（インドネシア・ストポ）黒田先生、すばらしい調査とその報告をありがとうございま

した。またネパールの代表にもお礼を申し上げます。

私が伺いたいと思っておりますのは、このネパールで行われております人口活動の効果

には、どんなものがあるかということです．

先ほどのお話の中で、あるいは黒田先生のペーパーの中にもあったと思いますけれども、

政府の活動と、そしてまた従来からある伝統的な地域社会体制の双方の活動によって、こ

の人口活動がいかに重要かということを国民に知らせるということをおっしゃったと思い

ますけれども、この従来からのコミュニティシステムというのは、どういうものなのでし

ょうか、そして政府とコミュニティの2つの努力を合わせるというのはどういう形で行わ

れているのでしょうか。

黒田先生、よろしくお願いしたいと思いますが。

（黒田俊夫）これは私の個人的な意見として聞いていただきたいのですけれども、出生

率を低下させることは可能であると思うわけです。経済がそれほど発達していなくても、

人口政策により出生率を低下させることは可能であると思うのであります。もちろん政府

の経済政策が成功すれば、人口の増加率の低下により大きな効果をあげることができると

思います。しかしそうでなくても出生率を下げることは可能だと思います。ネパールの場

合、たとえば経済はあまり発達していないわけでありますが、政府の政策、それから国民

の考え方、認識というものを変えることによって、効果をもたらすことができると、つま

り生活水準が必ずしも高くならなくともこれが可能だということです。世界の他の地域で

もこれが証明されているのではないかと思います。最近の科学的な調査をみると、経済の

近代化というものが全く同じペースで進んでいる国、あるいはそれが進んでいない国があ

りましても、それが可能ということであります。もちろん国によって、経済の発展段階と

いうのは違うわけでありますけれども、とくにネパールのような国の場合、人口動態の統

計をとる、家族計画をたてる、それを立法化する、それからまた家族計画の重要性を国民

によく理解させるということによって、政策を実施することができる。これは個人のレベ

ルだけではなく、やはり国家レベルとしてもこれを実施することができるわけであります。

そして政府の人口政策を押し進めることができると思います。

この人口登録法、あるいは移動登録法そのものも大きな役割を果たしてきているわけで

－27－

































































































ます・逆にこれが達成できなければ、人口問題は悪化していくと思います。

さらに、行政的な措置も必要です。行政に関しては、現在脱中央集権化の努力がなされ

ております。基本的な政府の構成や構造を変えていくということです。それには時間がか

かると思いますけれども、実際にいろいろな事業を効率的に行うためには、やはり組織的

な再構築が必要です。それから政治的な安定というものも大切であります。民主化を進め

るということ、自由な雰囲気やムードをつくりだすということが、フィリピンでも大切に

なると思います。国家レベル、あるいは地方レベルでも民営化を進めていくことを考えて

おります。非政府機関を動員して、開発と人口問題に取り組んでいくということを考えて

おります。

さて、長期的な目標では、開発計画を統合的に行っていくということが大切だと考えて

おります。政策立案者の能力を高めるということ。そして人口と開発の相互関係を研究し、

政策を立案し、計画を行っていく、そしてまた訓練や調査研究を行うということを考えて

おります。まさにこれは政府の各セクターが努力をしなければならないということです。

終わりになりましたが、アジアの国会議員の努力は、非常に素晴らしいものであります。

人口問題について、もちろんそれを行う方法、あるいは進めるペースについては、それぞ

れ各国で違いがあるようでありますが、お互いに各国が学びあうということが大切です。

それからもう1つは、この人口と開発問題が非常に重要な問題なのだというその認識を

高めるということです。そういうことが実現されなければ、将来的には人口問題はさらに

悪化していくだろうと考えます。

〈質疑応答〉

（インドネシア°モコギンタ）第1は、政治的な不安が人口問題に影審を与えているか
どうかということ。

第2は、随分多くのフィリピン人がアジア各地に出ております。この労働力流出を人口

問題という点からどのようにお考えでしょうか。

（オーランド°メルカド）2番の労働力が海外に流出している点については．ある程度

の人口問題の緩和措置になっていると考えられると思います。

次に第1の質問ですが、たしかにフィリピンではリーダ､－の変化で政策が変わってきた

－76－
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わけです。しかしながら人口問題として強調すべき点は以下のものです。新しい状況のも

とで、自由選挙も行われていく。そのため、とかく宗教的に反対のある問題はとり扱わな

くなってしまう傾向があります。そうすると、また問題が悪化してしまうわけなのです。

しばらくはこういった問題は健康保険問題あるいは社会サービスという面だけでありまし

た。しかしながら、現在ではもっともっと深刻な問題になってきました。国会の上院、ま

た下院でもこういった問題が大きくなってきました。ですからエコロジーについてはもう

話せなくなってしまったり、住宅問題についても話せないということもあります。雇用問

題でも話せない場合もある。実際教会では、保健サービスであっても具体的には話せなく

なってしまった状況があります。人口問題を避けてこういった問題は話すことはできませ

ん。しかしまだまだ人口問題に対する活動はあきらめることなく、これからも統けていき

ます。

－77－



力／トリーレポート・インドネシア

21世紀に向けての人口・開発戦略

アルウィ・ダフラン

インドネシアの人口は、出生率は低下したものの、増加率のほうはそれほど低ドしてお

らず、現在2．0％ぐらいです。今世紀末の5カ年計画末までには1．9％ぐらいになる

予定でございます。これは医療保健政策が成功したことにより死亡率が低下したため、人

口増加率は今なお伸長しているということでございます。その他、保健医療の部門の成果

として、5歳未満の幼児死亡率も低下し、出生時平均余命も伸長したということ、栄養状

況も向上をみております。人口関連政策は各部門の横の連携でみるべきです。ですから出

生率、人口増加率、保健問題にとどまることなく、人口政策はもっと幅広く取り上げてい

かなければなりません。

インドネシアに特有の問題として、人口の分布が非常に不均衡という状況があります。

ジャカルタはジャワ島にございます。ジャワ島は国士面積の7％ですが、この国士の7％

でしかないジャワ島が、人uの62％を擁しているという不均衡でございます。1億80

00万の人！』のうち、実に1億2000万人がジャワに住んでおり、残り8000万が国

士の93％に散在しているという状況です。インドネシアには1万3000余の諸島がご

ざいますから、残り8000万の人口はこれら諸島に散らばっているわけです。人口の分

布ということもインドネシアにとって大きな問題です。問題を緩和するためにインドネシ

アは、トランスマイグレーションという人口移動政策を実施しております。トランスマイ

グレーションというのは人口を高密度地域から低密度地域へ政策的に移動するものであり

ます。これは地域開発を進め、人口密度の緩和を目指したものであります。この人口移動

計画も、人li政策の重要な部分となっております。第5次5カ年計画の最後のところ、1

993年には、1000万人ぐらいを高密度地域から、外郭の島蜘に移すことになってお

ります。

人に'政策としてもう1つ、地域雇用の格差を解決するということがあります。ジャワ島

には高密度の人LIがありますから、過疎地域へ雇用を移すということで、雇用創出は労働
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省の統括となっておりますけれども、お配りしている5つの資料の中の1つがそれに関連

しております．それから労働省では、労働力に関すること、生産性に関すること、雇用創

出、それから人的資源の有効活用等もカバーしております。それから教育部門も人口政策

に関接的ではあるけれども関わりがあるということで、人的資源の開発に関して数字を若

干出しておきました。政府公認の数字では文盲率は現在2％にまで落ちておりますけれど

も、積極識字率がどれぐらいかわかりません。人口基盤が大きいということ、とくに若年

層が大きいということで、21世紀に向けて人口の増加率は増えていくわけであります。

添付しております統計を見ていただきますと、楽観的な予測では、西暦2000年ぐらい

には人口は2億700万ぐらいになっております。悲観的な数字になりますと、2億10

OO万、2億2000万というような数字がでております。若年層が大きいということは、

経済にとって高負担ということになります。まだ生産性がなく、消費層になるからであり

ます。

長期の人口政策は、出生率を’、4から’．oぐらいに落とすというものです。これを

2000年から2005年ぐらいに達成したいということです。そうなりますと、総人口

を2億700万から2億1000万ぐらいで抑えることができます。しかし、これは決し
てたやすい政策ではございません。’家族子供2人を実現しなければなりません。198

6年時点ではまだ平均子供数3．4人ですから、かなり努力をしないと再生産率をそこま
で落とすことはできないということです。

をれから、社会の価値等も変わってきています。将来当面するであろう課題としては、
労働年齢人口が増えるということと、女性の労働力参加が増えるということと、それから
都市人口が増える、教育人口が増える、教育水準が高くなる、高齢人口が増える等、高度
化した社会の問題に当面することになります。それから、20歳から40歳までの絶対人
口が非常に増えて雇用への圧力になる反面、55歳以上の高齢者も増大するということで
ありますから、従属人口率が増えるということになります。その他、雇用問題であります
けれども、女性の労働参加によって、経済ばかりでなく教育水準が高くなることから、オ
プションが鯉がるため、生産的な女性人口も増えるということであります。いろんなシナ
;）才があり、その中から選択すればいいわけですが、2005年以降になりますと、早く
ても2’歳までは結婚しないということになります。
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繰り返し教育を行い、行動を錐続するということでありましょう。そして、どのような政

策を立案をしていくかということは、やはり知恵に基づくものだと思います。その知恵と

は何かといいますと、いったい孜に何をなすべきかを知ることでありましょう。

もちろん人口の問題は、人口増加の問題だけではありません。同時に、都市化あるいは

人口移動、スラムの発生、犯罪、エイズ、そして貧困と売春の問題などもからんでくるわ

けであります。社会開発、農村開発も問題であります。タイの北西部におきましては、現

在既に状況が改善されてきております。教育を行い、その他農業の活動を活発化させるこ

とによって状況が改善されてきました。経済の成長も見られるようになってきました。た

とえば北西部のある瓢ですが、工場を現地に建て、1日に1100トンのピンを生産し、

そのうちの800トンが主にアメリカ向けに輸出されています。この工場によって’万人

の家族を扶養することができるようになりました。つまり雇用が拡大したということです。

さて、人間の基本的なニーズに関してですが、内務省、教育省、農業省、保健省で人口

の資源開発を行っております。社会経済問題を討議するASEANの国会議員間の組織が

ありますが、そこでもこの問題を取り扱っております。それに加えて、その他のアジアの

国々では、栄養や児童の発育についてのセンターなどもありますが、いずれにしても人口

を考えますときには、高齢化への考慮も忘れてはならないと思います。国連が出版しまし

た本の中に、100歳になってもなおかついかに人生を楽しむか、というようなことが書

かれていましたが、我々 が探し求めているものは幸福であります。ライナス．ポーリン博

士がかつておっしゃっておりましたけれども、平和、満足そして業績、これが生活の質の
向上につながるのだと。

世界の平和とそして世界人類の幸福を祈っております。どうもありがとうございました。

〈質疑応答〉

（インドネシア代表）プライマリヘルスケアシステムをタイではコミュニテイヘルスケ

アシステムを通じて行い、非常に成功を収めているとうかがいましたが、これは実際的に

はどういうメカニズムで運営されているのでしょうか。

（プラソップ・ラタナコーン）このプライマリヘルスケアプログラムは、まず最初に人

材、つまり医師であるとか看護婦、ソーシャルワーカー、そしてコミュニティリーダ､一の

－86－

I

必



0

育成をしなければなりません。第2にボランティアが必要だということです。農村地帯で

ボランティアとして各家庭を回るような人が必要です。そのためには、この問題について

の国民に対する教育が大切ということになります。内務省、厚生省、保健省、それから教

育省という省庁が協力をしてやっているわけですが、タイは農業国ですから、農業省も参

加をして行っております。これにより、小さな市町村というのでしょうか、コミュニティ

のレベルにまでへルスワーカーが、サービ､スを到達させております。その方向で言えば、

まず第1に必要なのはリソースパーソン、医師、看護婦等の人達です。それからもうひと

つ必要なのは、地域の活動を組織する。第3に必要なのは一般国民の協力です。ボランテ

ィア、ヘルスボランティア、その他、地域社会のリーダーが必要になります。
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では、さらなる見直しと評価を提案いたしております。そしてまた、新しい問題もこのア

ムステルダム宣言のなかでは提言いたしております。1990年代、そして21世紀に向

けて、アムステルダム宣言は私どもの責務がいかなるものか、将来の世代に対していかな

る責務を負うべきかをしっかりと打ち出しております。われわれの世代が次の世代に対し

てどのような任務を負わねばならないか、将来の人間生活の質を向上させるためには何を

すべきかが語られております。

人間生活の質を向上させるということがうたわれておりますが．だからといって人uの

増加をくいとめるということが盛り込まれていないわけではございません。それどころか、

人間の生活水準を向上させるためには、人口増加を削減させるということが非常に重要な

点になってまいります。人口増加と人口分布、環境悪化、そして蔓延する貧困の3つが、

われわれとこの惑星をかつてないほどに脅かしている、明らかに今こそ一致した行動のと

きであるということが、アムステルダム宣言で採択されました．

アジアは、世界で非常に大きな位置を占めております。アジアの人口は1990年には

31億、世界人口の約60％を占めるということになります．またアジアでは、民族、文

化社会、そして経済発展という点でさまざまな多様化を極めております。全体的にアジ

アは人口増加が最も顕著な地域でございます。人口管理政策はほとんどアジアの諸国でと

られており、人口増加の低下はさまざまな国で成功を収めております。

日本は、その他ヨーロッパ諸国文化圏とは異なった位置にございますが、人口転換を他

のアジア諸国に比べ、非常に早い時期に成功に導いた国でございます。成功裡に人口転換

をはかったという日本の経験は、その他のアジアの国々も学び取ることができると思いま

す。また、ASEANの国々も人口転換の観点からさまざまな成功を収めております。ま

だいくつかの国では、人口転換が充分にはかられていないというところもありましょう。

そういった国々では経済社会発展がまだ遅れているということがあります。しかしながら、

今後は明るい将来を予測することができると思いますし、進展を極めることもできましょ

うし、各国からの相互援助、協力を仰ぐことにより、アジアの国々で人口転換をはかるこ

とができると思います。

人口問題をはたして解決できるかどうかということは、私どもアジアの国々の行動にか

かっております。この観点から、アジアの責任は非常に大きなものでございます。人口間
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題については、国際社会での協力を仰ぐ、協力を集中化させる、とくに具体的な方向に向

けて協力を仰ぐことにより、人口転換の成功を早めることができると思います。このよう

な措置をとることにより、人口転換は他の発展途上国でも成功裡に進めることができると

思います。

さまざまな提言や提案などがアムステルダム宣言の中で盛り込まれておりましたが、こ

れらはこれから先の10年間を考えた場合、人口問題に関する非常に聡明な提言であると

申すことができましょう。
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ジャカルタ・アピール

各国ならびに各国政府に向けて

第6回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議

1990年3月23日

インドネシア、ジャカルタ

80年代に深刻な次元に至った諸問題を抱えたまま世界は90年代を迎えたことを認識

し、さらに、これらの問題の主因が、

1．予想を上回る世界人口の増加率

2．未曽有の速度で進行する地球規模の環境破壊

3．先進工業地域と、持統・持続可能な開発の達成をめざして苦闘している地域間の経済

格差の拡大

にあることを認識し、

「人口」「環境」「開発」間にはきわめて重要かつ相互依存的な関係が成立し、現代の

重大な問題を構成していることを認識し、

問題解決に取り組む諸政府ならびに国際組織の努力が、アムステルダム宣言「次の世代

の為により良い生活を」の策定に至ったことを認識し、

さらに、急速に変化する国際情勢下にあって、持続性と忍耐をもって「人口」「開発」

「環境」問題を解決するためには、人権と主権を尊重しつつ新しいレベルの協力が求めら

れていることを認識し、

1990年3月22～23日にジャカルタで開催された、「第6回人口と開発に関する

アジア国会議員代表者会議」において参加者が提示した開発の枠組と過程の中で人口と環

境問題をとりあげた数多い経験や情報を考慮し、

よって、多数の人々の窮状と、現在および未来における環境の状況とを褒慮して、「第

6回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議」の参加者は、以下をアピールする。

1．アムステルダム宣言を承認すること。

2・アジア地域諸国は、各国の優先事項および必要にそって、アムステルダム宣言の条項

や勧告の実施に努めること。
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3．アジア地域諸国は、その能力や経験に応じて、人口、環境、開発の分野における協力

4

5

関係を強化すること。

アジア地域諸国は、後世の生活の質の向上を図るために、人口問題の動向により注目

し、国情に応じ、議会や政府が規定・支持する諸政策・行動の改善および草の根レベ

ル-7a",国序参加方図ろこと。ルでの国民参加を図ること。

先進工業国を中心とするすべての諸国が．人口と環境のj

いて一層の貢献をし、途上国の開発努力を支援すること。

人口と環境の分野における共通の努力にお

1990年3月23日、 インドネシアのジャカルタにて満場一致で採択さる。
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を尊重しながら、継続的に地道な前進を続けてまいろうではありませんか。それが人類の

確かな平和、繁栄、幸福に寄与する崇高な使命であるからであります。今年は10月に、

タイ王国の首都バンコクで「人口と開発に関するアジア議員フォーラム第3回大会」が開

かれます。プラソップ議員には大変お世話をおかけしますが、どうぞよろしくお願いを申

し上げます。ご列席の皆様、今年の秋はバンコクで再会いたしましょう。それではイン

ドネシア国はじめ、参加各国のますますのご発展とご列席各位のご多幸を祈念申し上げ、

最大の敬意と最高の感謝をこめて、閉会のご挨拶といたします。
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閉 会の辞

エミル・サリム

ご来席の友人の皆様、この会議が終了する時間になったわけでありますが、私はこの場

におきまして、いったいこの会議でわれわれは何を達成したのかと自らに間うております。

まず第’に皆様の注意を喚起したいことは、われわれはお互いにさらなる理解を深めた

ということであります。そしてこの深められた理解を通じて、ジャカルタ宣言を採択した

ということであります。この理解を深めたということが非常に重要なことであります。会

議に参加された方々は国会議員、政治家であります。政治家といたしまして、われわれは

もちろん、各党の政治的な規約にそわなければならないということがあるわけであります。

そしてまた、選挙区に対しても責任があるわけであります。ということは、われわれは各

人が違った意見を持っているということ、また開発の目標、あるいは政治全体ということ

をみても、別々 の意見を持っているということであります。しかしこの意見の違い、ある

いは将来の目標の違いと政治的な政党の違いということを超えて、われわれは1つのコン

センサスに到達したと。このコンセンサスというのは国会議員、あるいは政治家われわれ

だけの間のコンセンサスではなく、アジア各国のコンセンサスであるということです。日

本やニュージーランドのように先進国もあります．しかしインドネシア、その他の途上国

もこの中に含まれている。国会議員であるそれぞれの国は政治的な立場も違う、また開発

のレベルも違う、また経済のレベルも違うわけであります。しかしこういったような違い
を超えて、私たちは意見を’つにしたわけであります。そして今回のジャカルタ宣言に盛
られましたような合意に到達したということであります。これはいったいなぜ可能であっ
たのでしょうか。こんなにもいろいろな差がある中で、われわれがコンセンサスに到達す

ることができたと、そして将来について同じ展望を持つことができたというのはなぜかと。

私は吹のように考えます。

つまり、人口の問題、開発の問題は今やわれわれ皆に関連する問題になってきたという

ことです。1900年には15億でありました人口が、今や50億、3倍以上になろうと

しているわけであります。経済成長はこの間に20倍になりました。1990年の経済は
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